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神戸水道と布引五本松堰堤成り立ち物語

1　はじめに
　布引五本松堰堤は新神戸駅の裏山を刻む布引渓流沿いに
あり、美しい姿であるため観光、ハイキングコースとして
よく知られている。また重要文化財指定や土木史的な研究
も数多く行われている。そのためパンフレットや案内書、
研究報告などが多数出されておりその美しい姿や周りの自
然について改めて報告することは避け、本報告では神戸市
水道創設の歴史的経緯、それを成し遂げた努力、人物、技
術の挑戦、創設以降今日までの約120年の努力などについ
て報告する。

２　神戸市水道創設の背景　水道布設年表（Cl+クリック）
　明治元年、旧生田川河口右岸から西へ旧湊川左岸までの
海岸沿いの約500戸、農漁の神戸村は神戸町となり、神戸
港が開港し、発展と拡大が始まった。明治11年西の兵庫を
合併して神戸区となり、明治22年神戸市となった。港湾機
能の充実に加えて、生田川、湊川のそれぞれの付替え
（CVV「生田川の付替え事業」参照）で両川間に新たな開発用
地が造成された。港湾の隆盛、産業の集積などで人口は流入
で著増し、明治元年（1868年）：約2.5万人前後、明治10年
（1877年）：約3万人〜4万人前後、明治20年（1887
年）：約8万人〜9万人前後、明治30年（1897年）：約18
万人〜20万人前後と急増、以降もその勢いは続いた。
　明治10年、徴兵で西南戦争に参戦した凱旋兵が帰還した
とき7名がコレラに感染、4名が亡くなった。以降コレラが流
行り、12年1228人感染、649名死亡、14年240名死亡、15
年123名死亡、18年291名死亡、19年177名死亡など衛生
が大問題となった。
　海岸沿いから背後の山裾へ向って進んだ開発はそこでの井
戸も著増させ、全体では井戸枯れ、海岸部での塩水混入など
飲料水そのものも不足し、病原菌に汚染されやすくなった。
明治21年神戸区内の井戸調査結果は全10912井、うち飲用に善し、障りなし合わせて173井、1．6％であった。
　これらの結果井戸からの飲料水システムは伝染病の原因であることがしだいに市民にも認識されるようになり
「飲料疎水事業（水道事業）」が論じられるようになった。しかし、無料の井戸利用環境から有料の給水環境への
市民理解や、市の年間予算の数倍に当たる事業費規模、未経験の建設技術への挑戦など大きな課題をこなす必要が
あった。
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図 １: 布引五本松堰堤

図 ２: 神戸市域の変遷図

神戸開港絵図

https://jaa2100.org/entry/detail/039862.html
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３　創設開始から給水開始までの経緯
　区当局は明治16年ころから水道の検討を始めて、水源候補として布引渓流に着目して水質の調査を始めた。明
治20年、全体設計を当時横浜、大阪の水道創設を指導していたイギリス人パーマー氏に依頼したところ氏は現地
調査をして「これほど給水事業に適したところは世界中にない、給水人口10万人として事業費 40万円」などの極
めて積極的な所見を報告し、各種調査、必要なデータの提出などを指示した。翌年提出された設計は将来人口23
万人に応えられるものとし先行する東京横浜大阪などにはない天然水圧で給水するというものであった。
　しかしその後も市民理解はなかなか進まず、市議会も予
算面から実施を決議することはなかった。この間に、明治
政府は「水道は市町村営とする」という条例を定め、全国
への助言者としてお雇い工師W.K.バルトン氏を備えた。明
治25年ようやく市会も前向きとなり、市域、市勢も拡大し
たため、内務省の方針に従い設計をバルトン氏に依頼し、
同年実施設計を得た。市会は26年7月政府補助金、公債発
行も組み込んだ水道事業経営を実施することを可決し内務
省に認可を申請した（原計画という：給水人口15万人、将
来＋10万人、平均 2.5立法尺/人日、布引渓流に土堰堤、布
設費 115万円）。しかし、国では日清戦争や国会解散など
が重なり予算が成立せず、29年4月ようやく認可され、11
月水道事務所を起こし、19年来区役所で水道に熱心に取り
組んできた宮内二朔（月俸 60円）を事務長心得とし、工事
長（年俸 1200円）吉村長策（広島軍用水道と兼務）、工
事副長（年俸 1600円）粕谷素直、後佐野藤次郎（東大24
年卒）らの技術者を迎え、30年5月認可済の部分、すなわ
ち鉄材などを海外から輸入する手配、資材を運搬するため
の工事用道路や軽便鉄道の整備で拡張計画に関わらない部
分から起工した。新たな技術者たちは実施設計から3年を
経て市勢は大きく拡大していたので水道拡張の必要性を認識し計画の
拡張に取り組んだり市債を公募したりして拡張計画は30年1月にで
き認可協議に入った。35年3月認可された最終拡張計画は給水人口
25万人、将来 35万人、平均 3立法尺/人日、コンクリート堰堤であっ
た。
　明治30年5月起工式のあと明治32年5月至急給水の必要から布引
渓流水をろ過だけで雑用として仮給水開始、33年3月竣工式、一部給
水開始、38年10月竣工した。
　布設費は当初認可 115万円から329万円となった。

４　布引五本松堰堤　図３中１）布引五本松堰堤
　本項では拡張計画で組み入れられた布引五本松堰堤について報告す
る。スッキリとした形状、石張り表情の表面、青い水面が訪問者を魅
了するがそれらには訳があった。
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図 ３: 布引水源地

（出典）「布引水源地水道施設記録誌～国重要文化財指定記念～2006  神戸市」Ｐ7より

重要文化財に指定された布引水源地水道施設 1)~9)、及び関連の施設を下図に示す。
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図 ４: 堰堤断面図
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　どの計画も布引渓流に水源を求めるも、パーマー案は既存溜池の改良利用、バルトンの原計画では新たに高さ65
尺の土堰堤を築造する案であった。拡張計画では給水量が多くなったため佐野藤次郎は高さ105尺(33m)のわが国
初のコンクリート堰堤を計画した。その横断面は図４で、特異な構造である。　堰堤の表面の石張りはコンクリー
トの化粧ではなくそもそも建設過程で欠くべからざる役割を果たしたものだ。下から上に向け順次コンクリートを
打ち込んで積み上げていくが、その一番外側はいわば石垣であった。先ず石工が間知石を布積し上下流面に自立し
た壁を作りその間にコンクリートを打ち込んで一層分を完成させ繰り返した。貯水池からの浸透漏水を防ぐため石
積みの目地やそのすぐ背後にはモルタルやセメント分の多いコンクリートを丁寧に打ち込み、その後ろには1．5〜
2立方尺（ゴミ袋大、110kg以上）の粗石をおよそ40％入れたコンクリートにしている。それでも堤体に浸透して
くる水を排水するため157本の有孔管を縦横 10尺（3ｍ）毎、9段に水平に埋め込み下流側に排水してあり、その
痕跡は今も見える。堰堤上流面中央部には取水用の縦管を配置し　高さ20尺（6m）ごとに４段の取水口を設けて
貯水状況に合わせて取水できるようにした。その下部に堤体を上下流に貫く暗渠を置き工事中排水や取水管を下流
に導いた。

５　取水場　図３中 8）11）
　堰堤貯留水は渓流へ放流され自流と合わせてその下流の鼓滝、雌滝の滝下にそれぞれ取水堰堤と管路の取り入れ
口を作り浄水場へつないだ。

６　分水堰堤　追加事業　明治39~41年(1906〜1908年)
　　　　　　　　　　　　図３中 2）3）4）
　水がきれいなのは他にはあまりない仕組みによっている。貯
水池の上流に「分水堰堤」を置き、ここで砂利層を通過させた
水だけを「分水隧道」によって貯水池に導いた。濁水や流下物
は「放水路隧道」で堰堤下流に流れるようにしている。合わせ
て放水路と貯水池を分離するための「締め切り堰堤」やこの施
設の管理のために「管理橋」を作った。この管理橋はわが国初
の開腹鉄筋コンクリートアーチ橋である。

７　調査　補修　強化の履歴

　完成後地震などのたびに5度の調査委員会
（1924，1940，1951，1978，1995年（阪神淡路大震災））が
設けられ、安全性などの評価や補強工事が行われた。中でも阪
神・淡路大震災で、堰堤は倒壊には至らなかったものの、地震動
によるひび割れや継ぎ目の損傷が確認され、漏水が増加した。補
強工事は、堰堤の上流側（貯水池に面する側）にフィレット（L
字型のコンクリートブロック）を増設し重くするとともに浸透遮
断を図り、堰堤の転倒に対する抵抗力が高められた。加えて堆積土砂撤去と堤体や基礎のグラウトで堰堤の補強が
行われ漏水も大幅な減少が実現している。このとき管類も更新された。
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図 ５: 分水堰堤
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８　まとめ
　神戸市水道は明治16年ころより基礎調査が始まり、お雇い工師や若き日本人技術者たちの挑戦、公債募集に応
えるほどの経済の発展、これらをまとめた市のリーダーたちの働きで約16年後に給水を開始した。市民に歓迎さ
れ、神戸ウオーターとして良質な船舶給水、諸産業の興隆にも貢献した。堰堤は観光名所となり、昨今の技術者
たちは監視、補強を施し、将来に名水を給水し続けようとしている。布引渓流の流域には今でも住家がないので
水質が清浄で、神戸市水道の約10％の給水を担っている。
　布引五本松堰堤を含む水道施設は「布引水源地水道施設」の名称で国の重要文化財に指定されている。
　堰堤や取水施設の構造から建設現場を想像すれば、人力で砂や砂利をかき集め、山から石を切り出し加工整形
する、これらを全て人力で運ぶ、港からはセメントや鉄パイプを細い山道を担ぎ上げる、そしてこれらを練り上
げ、積み上げ突き固め養生する。一体どれだけの数の股引半纏が汗を流したのか、どんな作業音や人声が響き
渡ったのか、何を食べどのようにして体力を回復し、気力を養ったのか、人の集団としての現場模様も豊かに想
像できる。脚絆を巻いた若き技術指揮官は自らのアイディアと設計を実現するために現場や施工過程の観察と技
術改良、指示に腐心し大集団を把握し動かした。この水道、堰堤には大きな人の物語があわせ眠っている。

９　コラム
1. 　水道初期の技術者事情　
2. 　五本松堰堤の材料、施工
3. 　分水堰堤の発展・・・天竜川

１０　参考資料、文献
1. 　国立国会図書館　NDL
2. 　　神戸市水道誌　https://dl.ndl.go.jp/pid/845795
3. 　　神戸市水道事業報告　　https://dl.ndl.go.jp/pid/845796
4. 　神戸水道工事報告付図　神戸市中央図書館
5. 　神戸市中央図書館神戸古今対象地図大正 4年（1915）
6. 　　　https://www.city.kobe.lg.jp/information/institution/institution/library/arc/viewers/101.html
7. 　神戸開港絵図　https://jaa2100.org/entry/detail/039862.html
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図 ６:補強構造と上流面

https://jaa2100.org/entry/detail/039862.html
https://www.city.kobe.lg.jp/information/institution/institution/library/arc/viewers/101.html
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8. 　兵庫神戸実測図　https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/429372#:~:text=%E5%85%B5%E5%BA%AB
%E7%A5%9E%E6%88%B8%E5%AE%9F%E6%B8%AC%E5%9B%B3%20MAP%20OF%20Hiogo%20AND
%20Kobe.

9. 　神戸市域の変遷図　https://www.city.kobe.lg.jp/a89138/shise/about/energy/rekishi.html
10.神戸布引ダム改修と建設時の工法・材料について

http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00902/2005/25-0241.pdf
11. 布引五本松堰堤補強及び堆積土砂撤去工事の施工　

https://jcmanet.or.jp/bunken/kikanshi/2008/05/031.pdf#:
12. CVV2023調査報告「奈良市水道関連施設群」　　

https://cvv.jp/cms/wp-content/uploads/2024/12/narashi_suidoshisetsu_kanran_compressed-2.pdf

13. 近代上下水道の夜明け前　https://suimonken.server-shared.com/kbr/yoake/yoake01.html

14.布引水源地水道施設記録誌：国重要文化財指定記念　神戸市

　　　　　　　　　　　　　　（資料探索：CVV 会員　坂東真一、文責 :CVV 会員　今岡亮司,2026 年 3 月作成）
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水道布設年表

前述（Cl+クリックで元へ）
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布引水源地

図 ３: 布引水源地（Cl+クリックで元へ）
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（出典）「布引水源地水道施設記録誌～国重要文化財指定記念～2006  神戸市」Ｐ7より

重要文化財に指定された布引水源地水道施設 1)~9)、及び関連の施設を下図に示す。
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堰堤断面図
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堰堤断面中央部

図 ４: 堰堤断面図（Cl+クリックで元へ）
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補強構造

建設の施工企画　’08. 5　p31　宮崎　弘
布引五本松堰堤補強及び堆積土砂撤去工事の施工　https://jcmanet.or.jp/bunken/kikanshi/2008/05/031.pdf#:

図 ６:補強構造と上流面（Cl+クリックで元へ）
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コラム１　水道初期の技術者事情　
明治20年には横浜市水道にいたイギリス人パーマーに相談し、25年には内務省お雇いのバルトンに設計依頼をし
たが、工事にあたってはぜひ日本人に頼みたいと内務省に相談している。神戸水道誌の記載を転載する。
当時できる日本人技術者は二人しかおらずそのうちの一人を兼務で頼み、大阪水道から若い佐野を専任として
招いて実務を担わせている。佐野は責任を任されて挑戦的に技術を開発、蓄積して土木界をリードする存在になっ
た。
因みに令和三年度末の技術士（上下水道部門）の登録者数は7629人
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：CVV 会員 今岡亮司,2026 年 3 月作成）

前述　（Cl+クリック）
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コラム２　五本松堰堤の材料、施工　
主な材料はセメント、細砂、砂利、間知石、粗石である。セメントは製造が始まったばかりの国産セメントで、荷
姿は樽であった。生田川河口に陸揚げ、馬車引き軽便鉄道で生田川右岸をさかのぼり、渓流口から現場までは細い
工事用道路を人力で担ぎ上げた。石材は現場周辺やその上流などで採集や切り出して加工した。
堤体両面は控え1.5~2尺（45〜60cm）の石、モルタル練積み、モルタルはセメント1：細砂 2（容積比）、その内
側モルタルはセメント1：細砂 3
その裏は遮水層、厚さ3尺コンクリート　セメント1：細砂：2砂利：4
その内部は粗石コンクリート　セメント1：細砂：3砕石：6　＋粗石（1〜2立法尺の丸石、砕石）96,500個
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　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：CVV 会員 今岡亮司,2026 年 3 月作成）　 

前述　（Cl+クリック）

18



CVV（Civil Veterans & Volunteers）, 2025 年度 土木施設調査報告

コラム３　分水堰堤の発展・・・天竜川
　1908 年に布引堰堤で造られた貯水池管理システム「分水堰堤」は、21 世紀に天竜川で発展している。長野県諏
訪湖を源流とし駿河湾に注ぐ暴れ土砂河川、天竜川では戦後復興の礎として泰阜ダム、平岡ダム、佐久間ダムなど
の大規模な発電ダム、古来からの度重なる大水害対策のための美和ダム、小渋ダムが造られたが、数十年たってい
ずれも土砂の堆積、その結果としての駿河湾岸の海岸侵食という新たな課題に直面している。
　それぞれのダムで堆積土砂の掘削、搬出、輸送、流下などが研究され実施中である。
　小渋ダムと美和ダムでは五本松堰堤と類似の大規模な土砂バイパス施設が建設され運用されている。これはまさ
に五本松堰堤の管理システムの発展形と見える。
　詳しくは下記サイトで見ることができる

美和ダム、小渋ダムの概要　https://www.cbr.mlit.go.jp/tendamu/dam/index.html
うち　「土砂バイパス事業の効果」等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：CVV 会員 今岡亮司,2026 年 3 月作成）

前述　（Cl+クリック）

19

https://www.cbr.mlit.go.jp/tendamu/dam/index.html

